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第37回 阿蘇瀬の本高原マラソン大会開催！
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今
年
で
設
立
13
年
目
の
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
に
、
南
小
国
町
は
設
立
当
初
か
ら
加
盟
し
て
い
ま
す
。

●「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合

　

フ
ラ
ン
ス
の
「
最
も
美
し
い

村
運
動
」
を
モ
デ
ル
と
し
て

２
０
１
５
年
10
月
に
７
つ
の
自

治
体
が
集
ま
っ
て
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
は
63
町
村
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
を
持

ち
な
が
ら
過
疎
に
あ
る
美
し
い

町
や
村
が
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
を
宣
言
す
る
こ
と
で
、

①
自
ら
の
地
域
に
誇
り
を
持

ち
、
将
来
に
わ
た
っ
て
美
し
い

地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
。

②
住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
を
図
り
、
地
域
の
自
立

を
推
進
す
る
こ
と
。

③
生
活
の
営
み
に
よ
り
作
ら
れ

て
き
た
景
観
や
環
境
を
守
り
こ

れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
観
光

的
付
加
価
値
を
高
め
、
地
域
の

資
源
の
保
護
と
地
域
経
済
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
。

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
内
容

①「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

の
名
称
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用

と
普
及
。

②
連
合
に
加
入
し
た
自
治
体
の

自
立
・
発
展
の
た
め
に
経
験
や

研
究
を
共
有
。（
会
議
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
等
）

③
新
規
加
盟
を
希
望
す
る
町
村

の
審
査
・
加
盟
後
５
年
に
１
度

の
再
審
査
を
実
施
。

④
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
交

流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域
経

済
の
発
展
を
推
進
。（
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
・
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
等
）

⑤
広
報
活
動

（
雑
誌
・
新
聞
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
）

　

そ
の
他
に
も
、
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
、
年
に
１
度
九
州
地
域

の
加
盟
町
村
視
察
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
は
、
き

よ
ら
祭
り
に
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
の
ブ
ー
ス
を
設

置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
主
な
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月

主
な
活
動

４
担
当
者
会
議

５６
定
期
総
会
・
理
事
会

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

７８９10
理
事
会
・
委
員
会

11
フ
ォ
ー
ラ
ム

担
当
者
会
議

12１２
新
規
加
盟
村
募
集
開
始

理
事
会
・
委
員
会

３
新
規
加
盟
村
募
集
締
切

「日本で最も美しい村」を知る。　－Part1 －

各種活動
再審査 新規加盟審査
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●
情
報
発
信

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の

活
動
方
針
の
１
つ
で
あ
る
『
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
』。
各
町
村
で
の

情
報
発
信
力
は
微
力
で
も
、
組
織
と
し

て
の
情
報
発
信
は
強
大
に
な
り
ま
す
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の

事
務
局
で

は
、
加
盟

町
村
の
情

報
を
発
信

し
て
い
く

た
め
に
、

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、

イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

各
町
村
の
旬
な
情
報
や
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

●
会
員
募
集
！

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に

は
現
在
、
人
口
お
お
む
ね
１
万
人
以
下

の
小
さ
な
町
村
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
合
併
や
人
口
減
少
が
進
み
、
地

域
、そ
し
て
そ
こ
に
あ
る
歴
史
や
文
化
、

守
り
伝
え
た
い
美
し
い
景
色
な
ど
も
無

く
な
っ
て
し
ま
う
危
機
に
あ
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
「
美
し
い
村
」
を
守
り

続
け
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え

が
不
可
欠
で
す
。

　

会
員
に
な
っ
て
頂
く
と
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
企
業
・
団
体

で
会
員
に
な
っ
て
頂
く
と
、
相
互
交
流

の
場
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
記
事
の
連
載
開
始

　

今
月
号
か
ら
、「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
九
州
・

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
（
12
町
村
）
の
各
町
村

の
紹
介
記
事
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

各
町
村
の
特
徴
や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

載
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

『
八
月
踊
り
』

　
「
八
月
踊
り
」
が
い
つ
頃
か
ら
始
め
ら

れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
か
な

り
昔
か
ら
「
八
月
御
願
」
と
し
て
執
り

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
６
３
７
年
に
首
里
王
府
が
宮
古
・

八
重
山
の
住
民
に
課
し
た
過
酷
な
人
頭

税
制
度
。
税
は
旧
暦
７
月
に
皆
納
し
、

翌
月
８
月
に
は
皆
納
報
告
と
五
穀
豊
穣

を
感
謝
し
来
年
の
豊
作
を
祈
願
す
る
「
八

月
御
願
」
を
各
御
嶽
に
て
行
っ
て
い
た

と
の
こ
と
。
と
も
に
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い

皆
納
を
祝
う
酒
の
席
か
ら
踊
り
が
始
ま

り
、
そ
れ
が
い
つ
し
か
奉
納
踊
り
「
八

月
踊
り
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。「
八
月
踊
り
」
は
旧
暦
８
月
８
日

か
ら
３
日
間
に
お
よ
び
ま
す
。

　

今
年
は
、
９
月
17
日
～
19
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

美しい村を探す～九州・沖縄～
①沖縄県　多良間村

◆人　口：１，１７６人（H30 年７月末）現在
◆面　積：２２．００㎢
◆地域資源：多良間村の豊年祭、
　　　　　　生活に根差した風土

　多良間村（たらまそん）は、沖縄県の宮古島と石
垣島とのほぼ中間に位置し、楕円形をした多良間
島と、約８㎞離れたさつまいもの形をした水納島
の２島からなります。基幹産業は農業で、サトウ
キビを中心に葉たばこ、野菜などの農作物が栽培
されています。畜産業も盛んで、肉牛やヤギが飼
育されています。これまで観光産業に対する取り
組みがなく、手つかずの自然が多く残っています。

3
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「人権なつのおたのしみ会」
開催

人 KENまもる君＆人 KENあゆみちゃんと記念撮影

アンケートに答えて人権グッズをゲット！

機械について渡辺さんに質問する子ども達

８月１日（水）

　南小国町、小国町の人権擁護委員が、人権学習の
一環として主に小学生を対象に毎年夏休みに開催し
ています。今年も８月１日（水）午前 10 時から小
国町隣保館（パラソルセンター）で、行われました。
　南小国町からは、りんどう荘子どもデイサービス
に通っている 12 名の小学生と中学生・高校生など
のボランティアの皆さんが参加しました。
人権擁護委員による人権紙芝居「ずっと　ともだち
でいたいから」や人権啓発アニメ「桃色クレヨン」
の鑑賞、手品などを通して、楽しみながら人権につ
いて学びました。
　すべての人にとって大切な人権が尊重される社会
を作るために、人権擁護委員は様々な取り組みを
行っています。人権に関するご相談やお悩みがあり
ましたら、お気軽にご相談ください。秘密は固く守
られます（予約制）。

■問い合わせ　
社会福祉協議会　　　☎（４２）１５０１
町民課　戸籍住民係　☎（４２）１１１３

ファブラボ木工教室 ８月10日（金）

　りんどう荘の子どもデイサービスに通う小学生を
対象に、レーザー加工機を使った木工教室が開かれ
ました。実際にファブラボで使用しているレーザー
カッターをりんどう荘に搬入し、名前と「きよらス
キー」が入ったストラップ作りが行われました。
　地域おこし協力隊の渡辺さんと一緒に機械の操作
を行い、自分の名前がレーザーによって板に刻まれ
る様子をじっと観察していました。
　子どもたちはできあがった世界にひとつだけのス
トラップを手に取り、嬉しそうに眺めていました。
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ゲーム型の出店で子どもたちもはしゃいでいた 大きな花火が夜空をいろどった

宿泊客や地域住民が集まり、賑わいを見せた

南小国町ふるさと花火大会

黒川温泉川端夜市

８月14日（火）

８月25日（土）

　今年も恒例の夏のお祭りである、「南小国町ふる
さと花火大会」が開催されました。
　役場駐車場にて商工会や地元団体、ファブラボな
どが、たこ焼きや焼き鳥、レーザー加工機によるネー
ムプレート作りなどの様々なお店を並べました。
　午後６時の開始に合わせ、会場には多くの人が集
まりました。台風接近もあり強い風が吹いていまし
たが、杉田川沿いからは約 900 発の花火が打ち上
がりました。来場者はお祭りの会場やきよら橋周辺
などから花火を楽しんでいました。

　「阿蘇瀬の本高原マラソン大会」の前夜祭として
行われている、黒川温泉「川端夜市」が開かれ、多
くの地元住民や観光客が訪れました。
　通りにはさまざまな出店やゲームコーナーなどが
並んでいました。また、毎年人気の黒川温泉旅館ペ
アチケットなどが当たるクジ引きや子どもを対象と
したじゃんけん大会なども行われていました。
　午後９時からは地蔵堂前でやまなみ太鼓が披露さ
れ、訪れた人は力強い演奏を楽しんでいました。

5
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第37回阿蘇瀬の本高原マラソン大会

今大会最高齢の中園さん

喜びのゴールの瞬間 子どもと一緒に走るランナーも

８月26日（日）

　晴れ渡った青空の下「第 37 回阿蘇瀬の本高原マ
ラソン大会」が開催されました。
　「遅いあなたが主役です」をテーマに行われる瀬の
本高原マラソン大会では公式記録の時間計測はなく、
高原の澄んだ空気や景色を楽しみながら走ることを
目的として開催されている健康マラソン大会です。
　今年も九州各県や遠くは東京から総勢 1,527 名
がエントリーし、受付を済ませるとそれぞれがジョ
ギングやストレッチなどで体を温めていました。
　９時から開会式が行われ、100 歳での出場で今
大会参加者最高齢となる中

なかぞの

園末
す え お

夫さんが選手宣誓を
行いました。
　10 マイルのスタート時間である午前 10 時には
気温が 31 度を超え、暑い日差しの中、選手たちは
勢いよく走り出しました。行きは下り、帰りは上り
の高原特有のアップダウンの激しいコースは高低差
が約 300 メートルあります。何度かこの大会に出
場している人に話を聞いてみると「このアップダウ
ンはいつ走ってもきつい。しかしとても気持ちがい
い」と話されていました。

勢いよくスタートするランナーたち
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10
月
10
日
は
目
の
愛
護
デ
ー

　

子
ど
も
の
視
力
は
、
生
ま
れ
て
か
ら

約
６
～
７
年
か
け
て
モ
ノ
を
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
発
達
し
ま
す
。
子
ど
も
の
目

が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
る
の
か
を

知
っ
て
、
健
康
な
目
を
形
成
す
る
た
め

に
必
要
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

〇
視
力
の
変
化

・
生
後
１
～
４
か
月
：
も
の
が
見
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

生
後
１
～
２
か
月
は
動
く
も
の
が
分

か
る
程
度
で
、
３
～
４
か
月
で
見
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
３
歳
：
平
均
視
力
が
0.8
に
な
り
ま
す
。

　

平
均
視
力
は
１
歳
で
約
0.3
、
２
歳
で

約
0.6
と
な
り
ま
す
。

　

３
歳
頃
は
、
視
機
能
の
発
達
を
知
る

大
切
な
時
期
で
す
。
目
の
異
常
を
感
じ

た
ら
、一
度
眼
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

・
４
～
６
歳
：
視
力
が
1.0
以
上
に
な
り

ま
す
。

　

４
歳
で
75
％
、
５
歳
で
85
％
、
６
歳

で
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
お
子
さ
ん
が
、
視

力
1.0
以
上
と
な
り
ま
す
。

・
６
～
７
歳
：
目
の
機
能
が
完
成
で
す
。

　

７
歳
以
降
、
成
長
期
に
眼
球
の
前
後

方
向
の
長
さ
が
長
く
な
り
、
近
視
が
進

む
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
目
を
大
切
に
す
る
た
め
に

　

お
子
さ
ん
の
目
の
健
康
を
保
つ
た
め

に
は
、毎
日
の
過
ご
し
方
が
大
切
で
す
。

１
、
画
面
を
観
る
時
間
を
決
め
ま
し
ょ

う
。

　

目
は
と
て
も
疲
れ
や
す
い
で
す
。
テ

レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
画
面

は
、
時
間
を
決
め
て
観
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

２
、
明
る
い
場
所
で
読
み
ま
し
ょ
う
。

　

本
を
暗
い
場
所
で
読
ん
で
い
る
と
、

目
の
疲
労
に
つ
な
が
り
ま
す
。
明
る
い

場
所
で
読
む
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３
、
目
を
休
め
ま
し
ょ
う
。

　

ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
で
目
を
た
く
さ
ん

使
っ
た
後
は
、
遠
く
を
見
た
り
瞼
を
し

ば
ら
く
閉
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。
目
の
周

り
に
あ
る
筋
肉
の
緊
張
を
緩
め
、
目
を

休
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

〇
ド
ラ
イ
ア
イ

　

目
を
守
る
の
に

欠
か
せ
な
い
涙
の

量
が
不
足
し
た
り

涙
の
質
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
涙
が

均
等
に
行
き
渡
ら

な
く
な
る
病
気
で

す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
目
の
表
面

に
傷
を
伴
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
や
エ
ア

コ
ン
の
使
用
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

装
用
者
の
増
加
に
伴
い
、
ド
ラ
イ
ア
イ

患
者
さ
ん
は
増
え
て
い
ま
す
。

〇
糖
尿
病
性
網
膜
症

　

糖
尿
病
が
原
因
で
目
の
中
の
網
膜
と

い
う
組
織
が
障
害
を
受
け
、
視
力
が
低

下
す
る
病
気
で
す
。
網
膜
と
は
、
目
の

中
に
入
っ
て
き
た
光
を
刺
激
と
し
て
受

け
取
り
、
脳
へ
の
視
神
経
に
伝
達
す
る

組
織
で
、
カ
メ
ラ
で
言
う
と
フ
ィ
ル
ム

の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
網
膜
症
は
、
糖
尿
病
の
三
大

合
併
症
と
言
わ
れ
ま
す
。
定
期
的
な
検

診
と
早
期
の
治
療
を
行
え
ば
病
気
の
進

行
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
実

際
に
は
日
本
の
中
途
失
明
原
因
の
代
表

的
な
病
気
で
す
。

　

糖
尿
病
網
膜
症
の
症
状
は
、
病
気
の

進
行
と
と
も
に
変
化
し
ま
す
。

・
初
期
段
階

　

ま
だ
自
覚
症
状
が
み
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
目
の
中
の
血
管
の
状
態
を
み
る
と

小
さ
な
出
血
な
ど
、
少
し
ず
つ
異
常
が

現
れ
て
い
ま
す
。

・
中
期
段
階

　

視
界
が
か
す
む
な
ど
の
症
状
が
、
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
目
の
中

で
は
、
血
管
が
詰
ま
る
な
ど
の
障
害
が

起
き
て
い
ま
す
。

・
末
期
段
階

　

視
力
低
下
や
飛
蚊
症
が
起
こ
り
、
更

に
は
失
明
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

目
の
中
で
大
き
な
出
血
が
起
こ
っ
た
り
、

網
膜
剥
離
や
緑
内
障
な
ど
、
他
の
病
気

を
併
発
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
飛
蚊
症
と
は
、
モ
ノ
を
見
て
い
る
時

に
黒
い
虫
の
よ
う
な
も
の
が
動
い
て
見

え
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

目
は
一
生
も
の
で
す
。
気
に
な
る
症

状
が
あ
る
方
は
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

早
め
に
眼
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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町
税
Ｑ
＆
Ａ

～
納
税
に
つ
い
て
～

Ｑ　

税
金
を
滞
納
す
る
と
、
ど
う
な
る
の

か
？

Ａ　

定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
税
し

な
い
こ
と
を
滞
納
と
い
い
ま
す
。
納
付
期

限
を
過
ぎ
る
と
、
期
限
後
20
日
以
内
に
督

促
状
を
発
送
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
さ

れ
な
い
場
合
は
財
産
調
査
な
ど
を
行
い
差

押
え
を
執
行
し
ま
す
。
滞
納
し
た
場
合
は

本
来
納
め
る
べ
き
税
額
の
他
に
督
促
手
数

料
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
税
金
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
貴
重
な
財
源
で
す
の

で
、
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
に
つ
い
て

　

阿
蘇
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対

象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
は
、
平
成
31
年

（
２
０
１
９
年
）
10
月
1
日
か
ら
の
消
費

税
率
の
10
％
へ
の
引
上
げ
と
同
時
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
軽
減
対
象
品
目
の
取
扱
い
が

あ
る
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
方
だ
け
で

な
く
、
例
え
ば
、
会
議
費
や
交
際
費
と
し

て
飲
食
料
品
等
を
購
入
す
る
事
業
者
の
方

や
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
も
、
取
扱

商
品
の
適
用
税
率
の
確
認
や
適
用
税
率
ご

と
の
区
分
経
理
な
ど
、
制
度
の
実
施
に
向

け
た
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日
時
・
会
場
等

9
月
20
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　

阿
蘇
税
務
署　

１
階
大
会
議
室

9
月
21
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　

南
阿
蘇
村
役
場　

２
階
大
会
議
室

　

会
場
の
席
数
に
限
り
が
あ
る
為
、
参
加

の
際
は
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
み
・
お
問
合
せ
窓
口

阿
蘇
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

☎
０
９
６
７（
２
２
）０
５
５
１

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
・
喪
失
の

届
出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付

猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期

間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た
め

に
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

遡
っ
て
納
め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度

目
以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料

額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

◎
注
意
点

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納
付
す

べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
追
納
は
、
古
い
月
の
保
険
料
か
ら
の
納

付
に
な
り
ま
す
。

出
張
年
金
相
談（
予
約
制
）を
開
催
し
て

い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
出
張
年
金

相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。
年
金
加
入

履
歴
の
確
認
や
年
金
の
請
求
な
ど
、
年
金

に
つ
い
て
の
各
種
相
談
や
手
続
き
が
で
き

ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

小
国
町
で
予
約
が
出
来
な
か
っ
た
場
合

は
、近
隣
市
町
村
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

10
月
５
日（
金
）

　
　
　
　
　

11
月
２
日（
金
）

　
　
　
　
　

12
月
７
日（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

小
国
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
悠
ゆ
う
館

（
近
隣
市
町
村
会
場
）

　
　

一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

※
開
催
日
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

＊
お
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を

お
手
元
に
ご
用
意
下
さ
い
。

＊
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

広報きよら 2018.9
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９
月
９
日
は
救
急
の
日

　

救
急
の
日
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
救

急
業
務
や
救
急
医
療
の
正
し
い
知
識
と
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
救
急
医

療
関
係
者
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
昭
和
57
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
救
急
の
日
を
含
む
１
週
間
を
、
救

急
医
療
週
間
と
し
て
全
国
各
地
で
救
急
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

台
風
に
備
え
よ
う

　

残
暑
厳
し
い
中
、
ど
う
お
過
ご
し
の
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
こ
こ
最
近
台
風

の
接
近
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
台
風
が
接
近
し
て
か
ら
屋
外
に
出

る
の
は
非
常
に
危
険
な
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
雨
風
が
ひ
ど
い
中
、
雨
漏
り
な
ど
の

為
に
屋
根
に
上
っ
て
作
業
を
し
、
転
落
す

る
な
ど
の
事
故
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

台
風
の
対
策
は
気
象
情
報
を
あ
ら
か
じ

め
確
認
し
、
台
風
が
来
る
前
に
対
策
を

と
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。
ま
た
、
台
風
が

上
陸
し
て
い
る
時
は
、
屋
外
に
出
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

９
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」で
す

　

※
　
緊
急
の
事
件
・
事
故
は

『
一
一
〇
番
』
へ　

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

相談窓口（電話） 相談内容 電話番号

警察安全相談室 警察に対する相談全般
（県警本部広報県民課）

＃９１１０
096-383-9110

熊本県警HP
｢けんけいメールボックス｣

警察に対する電子メー
ルでの各種相談

熊本県警 HPのメール用
フォームから送信

振り込め詐欺相談
ホットライン

振り込め詐欺の相談
（県警本部生活安全企画課）096-381-2567

肥後っ子テレホン 少年に関する悩み事な
どの相談（県警本部少年課）

096-384-4976
（肥後っ子サポートセンター）

犯罪被害者支援室 犯罪被害者支援に関す
る相談（県警本部広報県民課）

096-381-0110
（内線 2193 ～ 2195）

レディース 110 番 性犯罪被害者の悩み・相
談（県警本部捜査第一課）

＃８１０３
0120-8343-81
096-384-1254

拳銃、覚せい剤相談電話
拳銃・覚せい剤に関す
る情報・相談
（県警本部組織犯罪対策課）

0120-10-3774
096-384-4444

運転免許・運転免許試
験関係案内

免許関係手続、講習、
試験の案内等

096-233-0110（免許課）
096-233-0116（試験課）

民間の支援・相談等窓口

熊本県暴力追放運動推進センター
（暴力団が関係する事件・トラブルに関する相談）096-382-0333

日本道路交通情報センター
（交通障害・交通渋滞情報案内）050-3369-6643

警
察
で
は
、
事
件
・
事
故
に
関

す
る
相
談
、
そ
の
他
皆
さ
ん
の

安
全
な
生
活
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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農
業
体
験・職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た

　

７
月
31
日
・
８
月
１
日
に
１
年
生
が
農

業
体
験
、
２
年
生
が
職
場
体
験
を
実
施
し

ま
し
た
。
地
元
の
農
家
さ
ん
や
た
く
さ
ん

の
企
業
や
商
店
な
ど
の
方
々
に
お
世
話
に

な
り
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
２
日
間
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命
に

働
い
て
い
ま
し
た
。働
く
こ
と
を
通
し
て
、

た
く
さ
ん
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
で
は
成
長
の
跡
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
も
で
き
、
郷
土
へ
の
理
解
や
愛

情
も
深
め
る
こ
と
も
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
生
き
方
に

つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
学
習
し
て
い
き

ま
す
。
地
域
の
方
々
に
は
大
変
お
忙
し
い

中
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
表
彰
受
賞

　

南
小
国
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
活
動
に
対
し

て
熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
よ
り
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
子
供
た

ち
の
健
全
育
成
と
学

校
教
育
の
振
興
の
た

め
に
献
身
的
に
活
動

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
保
護
者
の
方
々

を
中
心
と
し
た
活
動
が
素
晴
ら
し
い
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
お
も
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

７
月
23
日（
月
）か
ら
３
日
間
、
２
年
生

が
小
国
郷
の
各
事
業
所
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ（
職
業
体
験
）を
行
い
ま
し
た
。
実

際
に
仕
事
の
現
場
で
多
く
の
人
と
接
し
、

仕
事
を
体
験
す

る
こ
と
で
働
く

こ
と
の
意
義
や

職
業
観
を
育
む

貴
重
な
機
会
で

す
。
各
事
業
所
で
緊
張
し
な
が
ら
も
、
任

さ
れ
た
仕
事
に
賢
明
に
取
り
組
む
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
受
け
入
れ

な
ら
び
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
た

小
国
郷
の
事
業
者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

　

７
月
27
日（
金
）か

ら
岐
阜
県
で
行
わ
れ

た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

小
国
高
男
女
ホ
ッ

ケ
ー
部
が
出
場
し
ま

し
た
。
女
子
は
初
戦

で
０
対
２
で
惜
し
く

も
敗
退
。
男
子
は
初
戦
に
３
対
１
で
勝
利

し
、２
回
戦
は
３
対
４
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
と
も
人
数
不
足
と
い
う
状
況
の

中
、
強
豪
校
相
手
に
大
健
闘
し
ま
し
た
。

体
験
入
学

　

８
月
３
日（
金
）に
中
学
３
年
生
を
対
象

に
体
験
入
学
を
実
施
し
、
小
国
、
南
小
国
、

津
江
の
中
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
校

生
徒
会
に
よ
る
学
校
案
内
に
は
じ
ま
り
、

記
念
撮
影
、
学
校
・
部
活
動
紹
介
、
進
路

講
話
、
模
擬
授
業
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
模
擬
授
業
で
は
高
校
レ
ベ
ル
の
授

業
に
積
極
的

に
参
加
し
、

緊
張
の
中
に

も
活
発
で
楽

し
い
雰
囲
気

で
し
た
。
多

く
の
中
学
生

の
皆
さ
ん
に

小
国
高
校
の

魅
力
が
伝
わ

り
、
来
年
一
緒
に
学
べ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

（
文
責
）
校
長　

石
本
明
史

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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暑
さ
に
も
負
け
ず
、元
気
い
っ
ぱ
い
！

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
夏
の
全
体
会
☆

　

朝
夕
は
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
、
夏
の
終
わ

り
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
皆

さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
去
る
７
月
25
日
に
〝
第
２
回
わ
く

わ
く
ク
ラ
ブ
夏
の
全
体
会
〟
を
開
催
し
ま
し

た
！
当
日
は
、
子
ど
も
達
39
名
に
加
え
、
指

導
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
合
わ
せ
て

総
勢
68
人
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
☆

　

午
前
中
の
制
作
活
動

で
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を

使
っ
て
、
川
で
遊
ぶ
た

め
の
船
作
り
を
し
ま
し

た
！
み
ん
な
と
っ
て
も
器

用
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
完
成
さ
せ
ま
し
た
☆

あ
ま
り
に
も
ス
ム
ー
ズ

に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
昼
食
に
向
け
お
腹

を
空
か
せ
よ
う
と
、
班
対
抗
風
船
リ
レ
ー
を

行
い
ま
し
た
‼
自
分
の
班
に
声
援
を
送
り
、

作
戦
を
考
え
て
、
沢
山
走
り
回
り
冷
房
の
効

い
て
い
た
部
屋
が
一
気
に
熱
気
に
満
ち
溢
れ

ま
し
た
‼

　

お
腹
も
空
い
た
と
こ
ろ
で
お
昼
ご
飯
は
、

子
ど
も
達
が
持
ち
寄
っ
た
野
菜
を
使
っ
て
食

改
さ
ん
に
、〝
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ー
〟
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

い
ろ
ん
な
野
菜
が
入
っ
た
カ
レ
ー
は
と
て
も

美
味
し
く
大
好
評
で
し
た
♡
食
後
に
は
、
お

待
ち
か
ね
の
川
遊
び
‼
牛
乳
パ
ッ
ク
の
船

を
浮
か
べ
て
み
た

り
、
顔
を
つ
け
て

み
た
り
、
数
名
の

男
の
子
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
女
子
高

生
の
側
か
ら
離
れ

な
か
っ
た
り
…
♡

（
笑
）思
い
思
い
に

楽
し
ん
で
い
ま
し

た
☆
途
中
休
憩
も
、
合
図
が
鳴
れ
ば
す
ぐ
に

上
が
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
人
員
点
呼
の
お
か
げ

で
安
全
に
川
遊
び
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
川
遊
び
の
後
は
、
甘
い
ス
イ
カ
を
み

ん
な
で
頬
張
り
、
疲
れ
た
体
に
は
甘
い
ス
イ

カ
が
身
に
染
み
ま
し
た
～
。
子
ど
も
達
と
１

日
過
ご
し
、
沢
山
の
パ
ワ
ー
を
貰
い
ま
し
た

‼
沢
山
の
ご
参
加
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！
担
当
の
佐
藤
で
し
た
～
☆

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

阿
蘇
郡
市
特
別
支
援
教
育
合
同
夏
期
研
修
会

　

７
月
26
日（
木
）Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
中
央

支
所
大
ホ
ー
ル
お
よ
び
小
国
支
援
学
校
に

お
い
て
、「
平
成
30
年
度
阿
蘇
郡
市
特
別

支
援
教
育
合
同
夏
期
研
修
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
阿
蘇
郡
市
の
特
別
支
援
学
級
の
先

生
方
と
本
校
の
教
師
、
約
１
０
０
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
全
体
研
修
会
で
は
、
熊
本
県

教
育
庁
教
育
指
導
局
特
別
支
援
教
育
課
指

導
主
事
の
前
田
和
代
様
を
招
聘
し
、「
特

別
支
援
学
級
の
教
育
課
程
等
」
と
題
し
て

御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
・
生

徒
に
応
じ
た
教
育
課
程
の
編
成
と
学
習
評

価
に
つ
い
て
、
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
午
後
の
分
科
会
で
は
、
発
達
障

害
と
四
肢
不
自

由
の
グ
ル
ー
プ
に

わ
か
れ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
事
例
を

も
と
に
、
気
づ
き

を
付
箋
に
書
き
出

す
Ｋ
Ｊ
法
を
用
い

て
実
態
把
握
を
行

い
、
自
立
活
動
の

指
導
目
標
や
指
導

内
容
を
考
え
発
表

し
合
い
ま
し
た
。
特
別
支
援
学
級
と
特
別

支
援
学
校
の
教
師
が
一
緒
に
研
修
を
す
る

こ
と
で
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
お
互
い

を
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

「
お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設
夏
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
お
ぐ
に
老

人
保
健
施
設
夏
祭
り
」
を
８
月
３
日（
金
）

に
お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設
内
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
毎
年
ス
タ
ッ
フ
不
足
で
は
あ
り

ま
す
が
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
九
州
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
・
九
州
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
さ
ん
た
ち
の
ご
協
力
を
得
て
無

事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
夕
飯
メ
ニ
ュ
ー
と
は
違
っ

た
夏
祭
り
メ
ニ
ュ
ー
の
た
こ
焼
き
や
焼

き
鳥
・
施
設
長
や
副
院
長
が
作
っ
た
焼
き

そ
ば
に
皆
さ
ん
美
味
し
い
と
言
わ
れ
、
お

か
わ
り
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
黒
渕

ひ
ょ
っ
と
こ
愛
好
会
の
方
々
の
微
妙
な
腰

の
動
き
に
参
加
者
は
皆
大
笑
い
で
す
。
た

ま
ら
ず
施
設
ス
タ
ッ
フ
も
踊
り
出
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
黒
渕
ひ
ょ
っ
と
こ
愛
好
会

の
方
々
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う

事
で
、
若
い
人
員
を
大
募
集
中
だ
そ
う
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　

続
い
て
は
、
黒
川
や
ま
な
み
太
鼓
の
迫

力
あ
る
演
奏
。
狭
い
会
場
に
響
く
太
鼓
の

音
色
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
皆
さ
ん
引

き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
様
と
ご

家
族
参
加
の
箸
落
と
し
ゲ
ー
ム
で
は
仲

の
い
い
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
続
出
し
て
い

ま
し
た
。

　

最
後
は
、
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
夜
空

に
輝
く
花
火
を
見
て
今
年
の
夏
祭
り
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
が
今
年
の
酷
暑
を
少
し
で
も
忘

れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
事
が
思
い

出
に
残
っ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

職員紹介

　　　井
いのうえ

上　美
み ほ

穂

▼ひとこと
　中津江村から勤務し、おぐに老健施設で入所者の

方々や職員の方に助けてもらいながら、楽しく仕事を

させて頂いております。小国地域の皆様に貢献できる

よう努めて参ります。よろしくお願い致します。
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地域おこし協力隊 徒然日誌 ９月号
みなさん、こんにちは！地域おこし協⼒隊
の木田みかりです。
朝晩涼しくなり、だいぶ過ごしやすくなってき
ましたね。
最近、初めて⾦⽐羅杉を⾒ました！ものす
ごく近くに住んでいるのに、どこかよくわからず、
いったことがありませんでした。とても涼しく、南
小国には夏にいくべき涼しいスポットがたくさん
あるんだなーと実感しました。

８月７日は、押⼾⽯で世界ジオパーク再
審査のお手伝いをしました。天気がいい日
だったのですが、風が吹いていてあまり暑く感
じませんでした。 BBQやそうめんなど昼食の
お手伝いをしたのですが、景色のよいところで
のBBQは、審査員の方にも好評でした。
8月14日の、ふるさと花火大会では、観光
協会で焼き鳥を出店をしました。

たくさんの方に召し上がっていただき、ありが
とうございました。イベントの出店のおもしろさ
を実感し、とても充実した１日になりました。

秋もたくさんのイベントが開催されます。みな
さんもお気軽にご参加ください！

【ファブ3Ｄ勉強会のお知らせ】

「3Dプリンタでデータを出力してみたい！」

ファブラボ阿蘇南小国は、アイデアを3Ｄプリン

タなどで形にしたい小学生から高校生までを応
援する勉強会を毎週水曜日の夕方に始めます。

東京で開催される「ファブ3Ｄコンテスト」に出展
する前提ですが、3Ｄプリンタが使えるようになる

講習とソフトウェアの使い方の指導が無料で受
けられます。

手を使う工作が不得意でも、3D CADソフトとパ

ソコンでいろいろな立体のものが作れます。この
チャンスにぜひチャレンジしてみましょう。

ファブ3Ｄコンテストとは、慶應義塾大学ＳＦＣ研
究所などが中心となり、新しい広がりを持った3Ｄ
技術の活用法と、それを担う人材を発掘するた
め全国のファブ施設と連携して開催するコンテス
トです。ファブラボ阿蘇南小国は、それを支援す
る施設となっています。
https://www.fab3d.org

日程：
9月12日（水）・19日（水）・26日（水）
10月3日（水）・10日（水）・17日（水）
時間：午後3時30分～午後5時
定員：なし（小学1年生から高校3年生まで）
受講費：無料
用意するもの：ノートパソコン（もしあれば）

会場：ファブラボ阿蘇南小国（南小国町満願寺
30）
■問い合わせ先：
・南小国町役場農林課
☏0967-42-1114

・ファブラボ阿蘇南小国
☏090-4986-1667(スタッフ直通)
daiki.watanabe@fabmog.net
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８
月
５
日（
日
）に
第
34
回
阿

蘇
郡
市
人
権
同
和
教
育
研
究
大

会
が
南
小
国
町
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
各
市
町
村
か
ら
約
１
，

５
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
次
の
目
的

で
市
町
村
持
ち
回
り
で
行
わ
れ

ま
す
。「
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
す
べ
て
の
人
権
問
題
の

完
全
解
決
を
め
ざ
す
人
権
同
和

教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
人
権

同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
認
識
を
培
い
、
実
践
活
動

を
推
進
す
る
。
そ
の
た
め
、
阿

蘇
郡
市
人
権
同
和
教
育
の
充

実
、
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
各
市
町
村
、
各
専
門
部

会
等
が
一
堂
に
会
し
て
本
研
究

大
会
を
実
施
す
る
。」

　

開
会
行
事
の
後
、
一
般
社
団

法
人
山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長
の
川か

わ
ぐ
ち口

泰や
す
し司

さ

ん
に
よ
る
基
調
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。演
題
は「
寝
た
子
は
ネ
ッ

ト
で
起
こ
さ
れ
る
!?
～
『
部
落

差
別
解
消
推
進
法
』
と
今
後
の

課
題
～
」
で
、
私
が
心
に
残
っ

た
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

○
部
落
問
題
に
関
し
て
次
の
よ

う
な
市
民
感
覚
が
あ
る
。

・「
今
で
も
、
部
落
差
別
っ
て

あ
る
の
？
」（
身
近
に
感
じ
な

い
＝
差
別
は
な
い
。
昔
の
話
）

・「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
自

然
に
な
く
な
る
」（「
寝
た
子
を

起
こ
す
な
」
論
）

・「
自
分
は
、
差
別
し
な
い
か

ら
、
関
係
な
い
＝
学
ぶ
必
要
も

な
い
」（「
無
知
・
無
理
解
・
無

関
心
」）

○
２
０
１
６
年
12
月
16
日
に
部

落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
が
、
次

の
第
一
条
が
大
切
で
あ
る
。

　

現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存

在
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化
の

進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関

す
る
状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
て
の
国

民
に
基
本
的
人
権
の
享
有
を
保

障
す
る
日
本
国
憲
法
の
理
念
に

の
っ
と
り
、
部
落
差
別
は
許
さ

れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識

の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

午
後
か
ら
は
、
就
学
前
人
権

同
和
教
育
部
会
、
学
校
人
権
同

和
教
育
部
会
、
社
会
人
権
同
和

教
育
・
部
落
解
放
部
会
に
分
か

れ
レ
ポ
ー
ト
報
告
を
中
心
に
研

究
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
・
部
落
解
放
部
会

で
は
、
井
上
町
議
会
議
員
「
理

解
し
合
う
心
で
、美
し
い
町
を
」

と
村
上
ジ
ャ
ネ
ッ
サ
さ
ん
・
倉

岡
「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
、
共

に
学
び
あ
い
」
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

井
上
議
員
の
報
告
か
ら
次
の

よ
う
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

○
我
が
町
に
も
日
本
人
と
結
婚

し
て
家
庭
を
築
き
、
地
域
社
会

へ
溶
け
込
む
努
力
を
し
て
い
る

外
国
人
が
い
ま
す
。
こ
の
町
の

日
本
語
教
室
「
こ
と
ば
の
ま
な

び
や
」
の
生
徒
で
、
公
設
「
き

よ
ら
塾
」
の
英
会
話
講
師
の
村

上
ジ
ャ
ネ
ッ
サ
さ
ん
で
す
。
村

上
さ
ん
は
、
つ
れ
あ
い
さ
ん
の

米
作
り
や
畜
産
業
を
手
伝
い
な

が
ら
子
育
て
、
家
事
な
ど
を
こ

な
し
、
自
治
会
の
務
め
も
果
た

し
て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
の
努

力
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
る
と
同

時
に
今
後
の
日
本
社
会
の
一
部

が
重
な
り
合
っ
て
見
え
ま
す
。

○
今
後
、
私
た
ち
の
地
域
も
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
い
ろ
ん
な

人
々
が
訪
れ
、
外
国
人
と
も
接

す
る
機
会
が
増
え
て
く
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
美
し
い
阿
蘇

の
景
観
に
負
け
る
と
も
劣
ら
ず

見
識
を
深
め
、
疑
い
の
目
で
見

る
よ
り
、
お
互
い
理
解
し
合
う

心
で
、
先
人
が
築
い
た
千
年

の
草
原
を
守
り
、
美
し
い
阿

蘇
、
美
し
い
日
本
を
創
り
世
界

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
ら
ん
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
も
広

報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
よ

う
に
「
き
よ
ら
塾
」
の
こ
と
を

中
心
に
報
告
し
ま
し
た
。
村
上

さ
ん
を
知
っ
て
い
る
学
校
の

先
生
も
数
名
、
会
場
に
お
ら

れ
、
分
科
会
が
終
わ
っ
て
か
ら

先
生
た
ち
が
村
上
さ
ん
を
囲

み
、
談
笑
さ
れ
て
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
研
究
大
会
で
学
ん
だ

こ
と
を
今
後
活
か
し
、
差
別
の

な
い
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
精
進
す
る
決
意
を
強
く
抱

き
ま
し
た
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

173

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
差
別
の
な
い
明
る
い
阿
蘇
郡
市
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

川口さんによる講演
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８
月
の
新
刊
図
書
紹
介
！

〈
新
刊
図
書　

14
冊
〉

①
宇
宙　

新
版

　
（
小
学
館
の
図
鑑
Ｎ
Ｅ
Ｏ
）

②
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
ヴ

③
送
り
火

④
リ
ア
ル
サ
イ
ズ
古
生
物
図
鑑

⑤
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
ド
ラ
ゴ

ン
た
い
じ
２

⑥
光
と
闇
と
ル
フ
ィ
と
エ
ー
ス

と
サ
ボ
の
物
語

⑦
ウ
ド
ウ
ロ
ク

⑧
お
し
り
た
ん
て
い　

み
は
ら

し
そ
う
の　

か
い
じ
け
ん

⑨
土
曜
ナ
イ
ト
ド
ラ
マ「
お
っ

さ
ん
ず
ラ
ブ
」
公
式
ブ
ッ
ク

⑩
人
魚
の
眠
る
家

⑪
ブ
ラ
ッ
ク
・
ベ
ル
ベ
ッ
ト

⑫
の
の
は
な
通
信

⑬
ス
ケ
ル
ト
ン
・
キ
ー

⑭
信
長
は
な
ぜ
葬
ら
れ
た
の
か

世
界
史
の
中
の
本
能
寺
の
変

　

夏
休
み
中
は
、
佐
藤
司
書
さ
ん

が
、
ず
っ
と
町
の
図
書
室
に
い
ま
し

た
。
午
前
中
は
、
中
学
生
が
勉
強

に
来
た
り
、
午
後
は
、
地
域
の
方
々

が
本
を
借
り
に
き
た
り
、
そ
し
て
、

佐
藤
司
書
と
何
気
な
い
会
話
を
。
こ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
図
書

室
の
温
か
み
で
す
。
９
月
は
、
県
の

読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
に
来
て
い

た
だ
き
、
町
の
図
書
室
運
営
や
学
校

図
書
室
の
環
境
づ
く
り
な
ど
、
多
く

の
こ
と
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
今
回
ご
紹
介
す

る
方
は
、
南
小
国
中
で
司
書
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
秋あ

き
よ
し吉

保や
す
よ代

さ
ん（
小
国
）で
す
。
司
書
教
諭
の
免

許
を
お
持
ち
で
、
司
書
は
憧
れ
の
職

業
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
南
中
で
現
在

活
躍
中
で
す
！
今
、
２
人
の
司
書
さ

ん
た
ち
が
相
談
し
て
、
町
の
図
書
と

学
校
の
図
書
と
の
交
換
や
貸
出
な

ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
時

間
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
町
の
図
書

室
に
来
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
！

行
き
た
い
町
の
図
書
室
づ
く
り

― 

図
書
室
紹
介 

― 

パ
ー
ト
６　

　

図
書
室
に
人
の
温
か
み
！　

い
い
で
す
ね
！

犬
の
系
譜

　

父
の
死
、
兄
の
狂
い
、
家

族
の
転
変
と
犬
を
描
く
自
伝

的
物
語
。

　
　
　
〈
椎
名　

誠　

著
〉

わ
た
し
を
離
さ
な
い
で

　

奇
妙
な
少
女
時
代
や
卒
業

後
を
回
想
し
、
秘
密
を
紐
解

い
て
い
く
。

　
〈
カ
ズ
オ　

イ
シ
グ
ロ
著
〉

教育委員会からのお知らせ

雲
海
を
破
り
て
霧
の
町
二
つ　
　
　
　
　
　

日
隈　

白
龍

向
日
葵
に
風
無
き
朝
の
目
覚
め
か
な　
　
　

佐
藤　

淡
竹

獣
脅
し
の
電
柵
唐
黍
よ
く
守
る　
　
　
　
　

日
隈
湯
風
呂

男
の
子
等
は
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
寝
転
び
ぬ　

上
島　

敬
次

風
荒
き
事
を
恐
る
ゝ
稻
の
花　
　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

夕
暮
の
杜
の
境
内
蝉
時
雨　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

蜘
蛛
の
囲
を
裂
き
よ
ぎ
り
た
る
黒
揚
羽　
　

北
里　

典
子

蝉
時
雨
遠
く
に
聞
こ
ゆ
夢
現　
　
　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

背
黒
き
幼
な
児
二
人
水
遊
び　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

15
広報きよら 2018.9



お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

補
助
事
業
募
集
の
お
知
ら
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
に
お
い
て
、

次
の
２
つ
の
補
助
金
に
つ
い
て

事
業
を
募
集
し
ま
す
。

■
補
助
事
業
名

①
南
小
国
町
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
づ
く
り
事
業
補
助

金
②
南
小
国
町
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
推

進
事
業
補
助
金

■
各
種
概
要

広
報
き
よ
ら
４
月
号
と
一
緒
に

発
送
し
た「
南
小
国
町
補
助
金
・

助
成
金
等
一
覧
表
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

～
10
月
12
日（
金
）

■
募
集
方
法

予
算
の
範
囲
内
で
、
前
期（
終

了
）と
後
期（
今
回
）の
２
回
募

集
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

詳
細
や
申
請
方
法
等
に
つ
い
て

は
、役
場
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
。

☎（
４
２
）１
１
１
２

Ａ
Ｓ
Ｏ  

Ｂ
ｉ
ｋｅ  

Ｗｅ
ｅ
ｋｓ

が
開
催
さ
れ
ま
す

　

10
月
６
日（
土
）～
10
月
14
日

（
日
）、
阿
蘇
地
域
で
様
々
な
バ

イ
ク
イ
ベ
ン
ト
が
Ａ
Ｓ
Ｏ 

Ｂ

ｉ
ｋ
ｅ 

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｓ
と
し
て

開
催
予
定
で
す
。

　

阿
蘇
の
景
観
を
活
か
し
「
移

動
を
楽
し
む
旅
」
を
確
立
さ
せ

る
べ
く
、
Ａ
Ｓ
Ｏ 

Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ

ｌ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
ｍ

実
行
委
員
会
が
４
月
に
阿
蘇
地

域
で
発
足
し
て
い
ま
す
。
初
年

度
は
、
阿
蘇
地
域
の
道
が
、
バ

イ
ク
で
走
り
た
い
道
ト
ッ
プ
10

に
３
件
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
バ
イ
ク
の
聖
地
・

阿
蘇
」
を
掲
げ
、
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
全
国
か
ら
多
く
の

ラ
イ
ダ
ー
が
訪
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
を
あ
げ

て
の
歓
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
観
光
協
会

☎（
４
２
）１
４
４
４

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加
し
ま
す

　

２
０
２
０
年
に
東
京
で
開
催

さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
入
賞

メ
ダ
ル
に
、
不
要
に
な
っ
た
小

型
家
電
に
含
ま
れ
る
リ
サ
イ
ク

ル
材
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会

が
主
催
す
る
こ
の
取
り
組
み

に
、
全
国
の
自
治
体
が
、
小
型

家
電
の
回
収
で
協
力
す
る
こ
と

に
な
り
、
本
町
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
２
０
２
０
年
以
降

も
持
続
可
能
な
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
促
進
に
繋
が
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
※
南
小
国
町
の
回
収
対
象
は

不
要
と
な
っ
た
携
帯
電
話
の
み

と
な
り
ま
す
）

■
回
収
場
所

町
民
課
窓
口
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

携
帯
電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
回

収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
回
収
の
前
に
お
願
い
し
た
い

こ
と

・
端
末
内
デ
ー
タ
の
消
去
お
よ

び
初
期
化
を
事
前
に
お
願
い
し

ま
す
。

・
一
度
回
収
し
た
も
の
は
、
返

却
で
き
ま
せ
ん
。

・
家
庭
で
使
用
さ
れ
た
も
の
に

限
り
ま
す
。

・
回
収
し
た
も
の
は
メ
ダ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
回
収
時
期

２
月
末
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

阿
蘇
地
域
飼
い
猫
避
妊
手
術

費
助
成
を
お
こ
な
い
ま
す

　

動
物
愛
護
の
精
神
お
よ
び
動

物
の
適
切
な
飼
養
の
啓
発
を
図

る
こ
と
、
並
び
に
地
域
環
境
の

保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
飼
い
猫
の
避
妊
手
術
費
を

助
成
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

９
月
３
日（
月
）～

10
月
５
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
を
除
く

■
受
付
期
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

■
対
象

南
小
国
町
に
お
住
ま
い
の
方
で

雌
の
猫
を
飼
っ
て
お
り
、
阿
蘇

地
域
の
開
業
動
物
病
院
で
避
妊

手
術
を
お
考
え
の
方

■
助
成
額

１
匹　

５
，
０
０
０
円

■
窓
口

阿
蘇
保
健
所　

衛
生
環
境
課
内

事
務
局

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
２
４
０
２

☎（
２
４
）９
０
３
５

■
申
請
書
配
布
場
所

阿
蘇
保
健
所
お
よ
び
南
小
国
町

役
場　

町
民
課

■
注
意
事
項

・
助
成
と
な
る
の
は
１
世
帯
２

匹
ま
で
で
す
。

・
申
し
込
み
の
際
は
本
人
確
認

書
類
、印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

・
抽
選
結
果
は
受
付
終
了
後
、

30
日
以
内
に
文
書
に
て
通
知
し

ま
す
。

・
決
定
通
知
が
届
い
た
後
に
手

術
の
予
約
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３
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き
よ
ら
カ
ァ
サ
か
ら
、入
荷
状

況
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

き
よ
ら
カ
ァ
サ
で
は
、
当
日

の
入
荷
状
況
や
お
得
な
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
た
め
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

始
め
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
、
き
よ
ら
カ
ァ

サ
を
お
友
達
登
録
す
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
が
届
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

総
合
物
産
館
き
よ
ら
カ
ァ
サ

☎（
４
２
）１
２
１
３

親
族
後
見
人
向
け
活
動
支
援

講
座
＆
個
別
相
談
会

　
「
当
初
の
試
算
よ
り
も
出
費

が
か
さ
ん
で
き
た･･･

」「
家

庭
裁
判
所
に
提
出
す
る
書
類
の

書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど

現
に
悩
み
事
を
抱
え
た
方
々
や

将
来
に
不
安
を
か
か
え
る
方
々

を
対
象
に
、
成
年
後
見
制
度
に

関
す
る
講
座
お
よ
び
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
講
座

修
了
後
に
は
、
個
別
無
料
相
談

会
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
お
よ
び
内
容

10
月
20
日（
土
）

受
付
開
始　

12
時
30
分

・
成
年
後
見
制
度
の
お
さ
ら

い
、
家
庭
裁
判
所
へ
の
報
告
書

作
成
な
ど
の
実
践
的
講
座
お
よ

び
事
例
検
討

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

・
個
別
無
料
相
談
会

午
後
３
時
15
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で

■
会
場

く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
６
階

Ａ
・
Ｂ
会
議
室

■
定
員　

90
名
（
先
着
順
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
熊
本
支
部

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
内

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
８
８
９

無
料
登
記
相
談
所
開
設

（
予
約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ

る
土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
・

贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
関

す
る
無
料
の
登
記
相
談
所
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
要　

事
前
予
約
）。

■
日
時

10
月
18
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
～

午
後
３
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

■
会
場

阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

☎
０
９
６（
２
９
３
）２
２
７
２

（
音
声
案
内
②
を
押
し
、
阿
蘇

市
相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ

さ
い
）

■
そ
の
他

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支

局
に
お
い
て
は
、
不
動
産
登
記

に
関
す
る
相
談
お
よ
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ

カ
メ
ラ
を
利
用
し
た
商
業
・
法

人
登
記
に
関
す
る
相
談
（
い
ず

れ
も
予
約
制
）
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
そ
う
！

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て

ら
れ
て
い
る
食
べ
物
、
い
わ
ゆ

る
「
食
品
ロ
ス
」
が
日
本
で
は

年
間
約
６
３
２
万
ト
ン
に
も
上

り
ま
す
。
こ
れ
を
日
本
人
１
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
毎
日

お
茶
碗
１
杯
分（
約
１
３
６
ｇ
）

の
ご
飯
の
量
を
捨
て
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
は
、
食
品
メ
ー

カ
ー
や
飲
食
店
、家
庭
な
ど「
食

べ
る
」
こ
と
に
関
係
す
る
様
々

な
場
所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
家
庭
に
お
い
て
も
食

品
ロ
ス
全
体
の
約
半
数
に
当
た

る
年
間
約
３
０
２
万
ト
ン
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
を
削
減

で
き
れ
ば
、
食
べ
物
の
排
気
量

を
減
ら
す
と
い
う
環
境
面
だ
け

で
な
く
、
家
計
面
に
と
っ
て
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

削
減
の
工
夫
を
い
く
つ
か
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
食
材
は
「
買
い
す
ぎ
ず
」「
使

い
切
る
」「
食
べ
き
る
」

　

買
物
前
に
は
食
品
の
在
庫
を

確
認
し
、
必
要
な
物
だ
け
を
買

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

野
菜
や
生
も
の
な
ど
の
傷
み
や

す
い
食
材
に
は
有
効
で
す
。
ま

た
、
買
っ
た
も
の
は
使
い
切
る
・

食
べ
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
残
っ
た
食
材
は
別
の
料
理
に

活
用

　

中
途
半
端
に
食
材
が
残
っ
て

し
ま
っ
た
ら
別
の
料
理
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
消
費
者
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
料
理
レ
シ
ピ
サ
イ

ト
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
に
「
食

材
を
無
駄
に
し
な
い
レ
シ
ピ
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
試
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
消
費
期
限
と
賞
味
期
限
の
違

い
を
理
解

　
「
消
費
期
限
」
は
品
質
の
劣

化
が
早
い
食
品
に
表
示
さ
れ
て

い
る
「
食
べ
て
も
安
全
な
期
限
」

の
た
め
、
そ
れ
を
超
え
た
も
の

は
食
べ
な
い
方
が
安
全
で
す
。

　
「
賞
味
期
限
」
は
品
質
の
劣
化

が
比
較
的
遅
い
食
品
に
表
示
さ

れ
て
い
る
「
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
期
限
」
で
あ
り
、
そ
れ
を

超
え
て
も
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
な

く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

賞
味
期
限
を
越
え
た
食
品
に
つ

い
て
は
、
見
た
目
や
に
お
い
な

ど
で
個
別
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
物
を
無
駄
に
し
な
い
た

め
に
、
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
か
ら
出

来
る
こ
と
を
実
践

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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菊
池
郡
市
医
師
会
立
看
護
高

等
専
修
学
校
学
生
募
集

■
課
程
・
学
科

医
療
高
等
課
程
・
准
看
護
科

■
就
業
年
限　

２
年（
昼
）

■
募
集
人
員　

40
名

■
受
験
資
格

中
学
校
卒
業
以
上
の
者
（
本
年

度
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

■
受
験
料　

１
０
，
０
０
０
円

■
願
書
受
付
期
間

10
月
１
日（
月
）～

10
月
22
日（
月
）午
後
５
時
必
着

■
入
学
試
験

①
入
学
試
験
日

10
月
25
日（
木
）

午
前　

学
科
試
験

午
後　

面
接

②
場
所　

菊
池
郡
市
医
師
会
立

看
護
専
修
学
校

③
試
験
科
目

１
．
国
語

２
．
社
会

３
．
数
学
ま
た
は
英
語（
選
択
）

４
．
面
接

■
合
格
発
表

10
月
29
日（
月
）午
前
10
時

■
備
考

①
無
料
駐
車
場
有
り

②
寄
宿
舎（
有
料
）人
数
制
限
有

り■
問
い
合
わ
せ

菊
池
郡
市
医
師
会
立
看
護
高
等

専
修
学
校

☎
０
９
６
８（
２
５
）２
１
８
２

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会
の

お
知
ら
せ

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
人
権
が

共
存
す
る
人
権
尊
重
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
集
会

で
す
。
県
内
に
在
住
す
る
児
童

生
徒
お
よ
び
教
育
関
係
者
な
ど

が
参
加
し
、
子
ど
も
実
行
委
員

の
運
営
に
よ
り
体
験
。
活
動
報

告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
、
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

■
日
時

10
月
13
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

■
場
所

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

■
問
い
合
わ
せ

県
人
権
同
和
教
育
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
０
２

第
23
回
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ

リ
ス
推
進
賞
作
品
募
集
！

　

県
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
県

内
の
建
築
文
化
に
対
す
る
関
心

を
高
め
る
た
め
、
県
内
各
地
の

優
れ
た
建
造
物
な
ど
を
表
彰
す

る
「
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス

推
進
賞
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

沢
山
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

■
募
集
期
間

９
月
25
日（
火
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ

県
建
築
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
３
７

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で
す

　

県
で
は
、
９
月
を
「
熊
本
県

動
物
愛
護
月
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
育

で
き
て
い
る
か
、
野
良
猫
に
無

責
任
な
エ
サ
や
り
を
し
て
い
な

い
か
な
ど
、
動
物
に
対
す
る
向

き
合
い
方
を
見
つ
め
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
県
内
の
各
保
健
所
で

は
、
９
月
以
降
、
動
物
の
愛
護

や
適
正
使
用
を
テ
ー
マ
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
頂
く
か
、
保
健
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所

☎
０
９
６
７（
３
２
）０
５
３
５

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

井　
　

輝
一　
様　

星
和

（
故
）照
子　

様　
　
　
　

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
々
よ
り
多
額
の
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
た
。

馬
場
優
志
会　
様　

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

キ
ツ
ネ
さ
ん

手
を
貸
し
ま

し
ょ
う
か
ラ
ヨ

キ
ツ
ネ
さ
ん

手
を
貸
し
ま

し
ょ
う
か
ラ
ヨ

ウ
サ
ギ
さ
ん

困
っ
た
事
は

な
い
で
す

　
か
ラ
ヨ
？

ウ
サ
ギ
さ
ん

困
っ
た
事
は

な
い
で
す

　
か
ラ
ヨ
？

た
ぶ
ん

キ
ミ
の
方
が

歳
は
上

だ
よ
…

た
ぶ
ん

キ
ミ
の
方
が

歳
は
上

だ
よ
…

９
月
17
日
は

敬
老
の
日
!!

９
月
17
日
は

敬
老
の
日
!!

い
つ
も

以
上
に
お
年
寄
り
を

大
事
に
す
る
ん
ラ
ヨ
!!

い
つ
も

以
上
に
お
年
寄
り
を

大
事
に
す
る
ん
ラ
ヨ
!!

な
ん
で
も

　き
く
ラ
ヨ

な
ん
で
も

　き
く
ラ
ヨ

長
生
き

す
る
ん
ラ
ヨ
～

長
生
き

す
る
ん
ラ
ヨ
～

な
が
な
が

いい

が
つ
が
つ

け
い
ろ
う

け
い
ろ
う

い
じ
ょ
う

い
じ
ょ
う

だ
い
じ

だ
い
じ

と
し
よ

と
し
よ

ひひ に
ち
に
ち

てて

こ
ま
こ
ま

ほ
う
ほ
う

と
し
と
し

う
え
う
え

こ
と
こ
と

かか

５歳
４歳

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

9/
13木 1歳6か月健診   13：15～受付   おぐに老人保健施設

※13時から入場可能

14 金 子育て広場き☆ら☆ら　10：00～　りんどう荘
（ぬくもり誕生会・きららカフェ） 参加費100円

15 土

16 日

17 月 敬老の日

18 火 熊野座神社大祭　9：00～　熊野座神社境内

19 水

20 木
心配ごと・行政相談　10：00～

地域福祉センターりんどう荘
吉原神社大祭　17：00～　吉原神社境内

21 金
秋の全国交通安全運動（9月30日まで）
定期法律相談　13：30～　役場会議室（要予約）
さくら荘カフェ　13：30～

22 土

23 日

24 月

25 火 1歳児健診　13：15～受付　管理センター

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日 交通事故死ゼロを目指す日

10/
1月 固定資産税　第３期　納期限

国民健康保険税　第４期　納期限

2 火 献血　10：00～12：00　13：15～15：30
南小国町役場

3 水 乳児健診　13：15～受付　おぐに老人保健施設
※13時から入場可能

4 木

5 金
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　小国町福祉センター   悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

6 土

阿蘇バイクウィーク（10月14日まで）
Aso動物愛護祭　13：00～15：00

阿蘇草原保全活動センター
黒川温泉感謝祭　16：00～22：00

黒川温泉ふれあい広場

7 日
晴ればれりんどうボランティアの日（清掃活動）
黒川温泉感謝祭（大名行列）　10：00～　

瀬の本松並木・黒川温泉街

8 月 体育の日

9 火

10 水

11 木 3歳児健診　13：15～受付　おぐに老人保健施設
※13時から入場可能

12 金

13 土

14 日

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

7
／
15
生　

下し
も
じ
ょ
う城　

彩い
ろ
は晴

ち
ゃ
ん

　
（
父
）亮
輔･

（
母
）稚
菜　
　

落　

見

7
／
18
生　

尾お
つ
じ辻　

一い
ち
か華

ち
ゃ
ん

　
（
父
）寿
一･

（
母
）絵
理　
　

満
願
寺
団
地

8
／
9
生　

北き
た
ざ
と里　

香か

の乃
ち
ゃ
ん

　
（
父
）文
弥･

（
母
）遥
奈　
　

黒　

川

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（7月31日現在）

世帯数　1,780世
帯

（＋6）
　男　　1,929人

（＋5）
　女　　2,165人

（＋1）
　計　　4,094人

（＋6）
※（ ）は前月比

９月・10月平成30年
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つ
く

南
小
国
町
広
報
誌
　

広
報

 き
よ

ら
－

自
然
と
調
和
し
た

『
き
よ
ら
の
郷
』

づ
く
り
－
　

№
6
5
8

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

BIRTHDAY
   H

A
PPY

8月
生まれ
希望者
のみ
掲載佐藤　世逢 くん

おおせせ

29.8.4生

　（父）大輔さん

　（母）未里亜さん

１さいおめでとう。よくたべてたくさ
んあそんですくすく大きくなりますよ
うに。まいにちいやしをありがとう。

赤馬場

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

　

黒
川
温
泉
駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た

　

平
成
24
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
黒
川
温
泉
駐
車
場
工

事
が
完
了
し
、
平
成
30
年
８
月
10
日
か
ら

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
観
光
客
の
利
便

性
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
災
害
な
ど
の
有

事
の
際
は
避
難
所
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

■
駐
車
場
施
設
内
容

・
大
型
バ
ス
６
台
収
容
可
能

・
普
通
自
動
車
１
４
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コミュニティ助成事業で地域活動備品を整備

　地域社会の健全な発展を図ることを目的と
した、宝くじ助成により「志津地区自主防災
組織」で「防災備品等」を整備しました。
　このコミュニティ助成事業は、社会貢献広
報事業費を財源として一般財団法人自治総合
センターが助成を行うものです。

完成した黒川温泉駐車場の空撮画像
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